
函数論分科会講演アブストラクト，日本数学会 2007年度秋季総合分科会，東北大学，2007年 9

月 21–24日，pp. 55–56．

２３

強い有理型近似性質をもつ領域について

阿部誠∗

複素空間はつねに被約かつ第 2可算と仮定する．複素空間 X のコンパクト集合
K について，集合

K̃X := {
x ∈ X |任意の f ∈O (X )に対し f (x) ∈ f (K )

}
を K の X における有理型凸被（meromorphically convex hull）とよぶ．複素空
間 X の開集合D が有理型 O (X )-凸（meromorphically O (X )-convex）とは，D
内の任意のコンパクト集合 K に対し，集合 K̃X ∩Dがコンパクトなことである．

注意 1. Cnの開集合Dについて，有理型O (Cn)-凸⇔有理凸（rationally convex）．

定理 2 ([1]). Stein多様体 X の開集合D について，次の 2条件は同値である．

(1) D は有理型 O (X )-凸である．
(2) Dは Steinであり，かつ任意のφ ∈O (D)，コンパクト集合K ⊂ D，ε> 0に対
し，f ∈O (X )と g ∈Ac(X )が存在して，K 上で g ̸= 0かつ

∥∥φ− (
f /g

)∥∥
K < ε．

複素空間 X の開集合 D について， f ∈ O (X )，g ∈Ac(X )，かつ D 上で g ̸= 0な
る h = (

f /g
) |D 全体をQX (D)で表す．

命題 3 ([3]). Stein空間 X の開集合D について，次の 2条件は同値である．

(1) D はQX (D)-凸である．
(2) Dは Steinであり，かつ任意のφ ∈O (D)，コンパクト集合K ⊂ D，ε> 0に対
し，f ∈O (X )と g ∈Ac(X )が存在して，D上で g ̸= 0かつ

∥∥φ− (
f /g

)∥∥
K < ε．

次は Rungeの有理近似定理の一般化である（cf. Behnke-Stein [4, Satz 13]）．

命題 4 ([3]). D を 1次元 Stein空間 X の開集合とする．任意の φ ∈ O (D)，コン
パクト集合 K ⊂ D，ε> 0に対し，m ∈M (X )∩O (D)が存在して，

∥∥φ−m
∥∥

K < ε．

一般に，複素空間 X の開集合Dは，QX (D)-凸ならば有理型 O (X )-凸であるが，
X が既約 Stein空間の場合に限定しても，dim X ≥ 2のとき，逆は正しくない．

定理 5 ([3]). Cn の開集合 D について，次の包含関係が成り立つ．また，n ≥ 2
のときは，いずれの “⇒”も逆は成り立たない．

多項式凸
(1)⇒ R(D)-凸

(2)⇒ QCn (D)-凸
(3)⇒ 有理凸

(4)⇒ Stein
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ただし，R(D) :=C(z1, z2, . . . , zn)∩O (D)．
逆が成り立たない例（n = 2の場合）．

(1) Hartogsの三角形D := {(z1, z2) | |z1| < |z2| < 1}．Nishino [5, 6]の例．
(2) D :=C2 \ S，Sは C2の超越的既約超曲面．
(3) D :=C∗×C\ S，S := {

(z1, z2) | z2 = e1/z1
}
．

D := (∆×C∗)∪
((
C\∆

)
×C

)
，∆ := {z ∈C | |z| < 1}．

(4) Stein [8]の例．Oka [7]の例．Wermer [9]の例．

定理 6 ([2]). Stein空間 X の開集合D について，次の 2条件は同値である．

(1) D は有理型 O (X )-凸である．
(2) 各 Dν がQX (Dν)-凸であるような X の開集合の単調増加列 {Dν}∞ν=1 が存
在して，D はその極限である．

定理 7 ([2]). Cn の（連結な）開集合D について，次の 2条件は同値である†．

(1) D は有理凸である．
(2) 各 Dν が R(Dν)-凸であるような Cn の（連結な）開集合の単調増加列

{Dν}∞ν=1が存在して，D はその極限である．
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†Oka [7]では，(2)が有理凸性の定義である．
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